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≡続サウジアラどア紀行②1

事力の増強が進められる一方五966年後串から軍隊は

北方のアカバ湾近くへ移動をはじめJe舶ahの周辺に

は紅海に沿って沿岸砲が設置され紅海沿岸には警備

て深くなっていった.時にはナセルがrサウジアラビ

アを攻撃する準備秘ある｣と言明したこともあったが

そうした一種の脅迫はサウジアラビアを幸心とする保

守派のアラブ連合に対する態度を硬化させるにとど塞ら

ずイスラエルは乗ずる隙を与党る結果を生ん芯｡

中東地域

②

小村葦=部

第2次大戦後の軍隊によるクｰデタｰによって樹立さ

れた新政権の座が五0年ないし隻5年後にゆらぐことを歴史

はわれわれに教定る.流血革命の絶え荏いアフリカの

独立国1シリア1イラク等はその好例であろう.週五

度の恒例の演説で国民博アラブ連合の経済危機を説

き耐乏生活を所定るナセルの姿にはアラブ連合の統

領としての苦脳とアラブ諸国の指導者としての地位と栄

誉を守り抜こうとする悲壮な塞での決意がみなぎってい

た(策蝸図).特有の先天性をもち経済力カ茎異なる

国の集合から狂るアラブ諸国の中にあってナセルが偉

大な政治家1指導者として生きてきた根本的理南は｢誰

よりもアラブを知り抜いていたからであるJと考えられ

る｡そのナ党ルが国民への演説を流血革命による

政権の興亡の歴史を熟慮した上で週一度行なってい為

かどうかほもちろん本人以外には分らない.

ナせルの精力的な努かこかかわらず!966年末近くぽ

なって経済事情および食糧事情はとみ終悪化し閣僚

の統一カ三困難となり12月下旬狙年前の革命当時ナ池

ルと共に斗った大蔵大臣が食糧事情闇題でナセルと意

見が一致せずナセルの下を去った.そしてこの頃か

らカイロ市内でほ小規模ながら反ナセノレの声が起こ

りひそがにやみザルが横行しはじめた｡

統治首に対する批判の声

それは食生活の貧困ないし

破綻が訪れた時はは必ず大き匁渦と怒

りて湧き上る｡そしてそのような渦

は次篤にナセル政権の座におよん尼｡

侮麟果て篇をも知れ稼いイ黒メン卿陶戦

の化め績焚を夫を子供を連れ去られ失

顯恋人海の乎珊葎生溝への強い願望イ

諮祭※派兵1援助の愁め紀流出する莫大

な欝澗慈酬鐵漢第第×の革新欝カテ

滋然加の花蛎の経欝讐塗第ラブ諸国の批

判の欄嫌繕勅りてナ杉ルの苦悩は次

篤絶深蜜り科均愁皇&慧隠捗ウジア

濠陰第⑬茨茅ブ連合縫劾繊る葬難はア

象ブ逮含簿淋イ荻潔ン塗の團境に近い

我籔該第茅濠アの部落隠綱蘭弾壷打ぢ込

み象数の死宥を出窓せ花ζお1載顯駕一'

層はげ杉く茂り凄月帯萄熔は在サウジ

第1凄図A1細観b砥の南方約秘醐笈幽熟里村遼ゆ鳳餓ここ1重焚クジァ

ラビア北週の箪婁妻…地γ磁賎炎か曇A1逐斑養ヨ蜜綴て紋海側へ通じる

主要道路とA1A竃純幽へ郷遺との分岐点であ鳶煎厳の圧は比

高60固前後で約10億竿節の花鰯岩(妖白色)と岩脈(蕪腿癌)とからなる�
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アラビアのアラブ連合銀行の凍結という事態を呼んだ,

しかしサウジアラビアとアラブ連合とのイエメン問題

を媒体&する対立は申立的立場を維持するクエｰトの

仲介による爾背の会談によって休戦協定カミ成立したこ

とによってその後解消されナセルの苦悩の一部は去っ

た,イエメンに真の幸福あ利益をもたらす政府が樹立

されるならばそれはイエメン国民にとってはもちろ

んサウジアラビア･アラブ連合ひいてはアラブ諸国

に繁栄をもたらす一助となることは当然である｡

この休戦会談の員的からみてその成立渉サウジアラ

ビアの王統派援助およびアラブ連合の革命派援助の完全

停止を前提としたことは明らかである｡アラブ連創こ

と鶯ではこの時のクエｰトのあり方はこの休戦協定

の成立によって当然発生するイエメン革命派紀対する援

助アラブ連合軍の撤退によって園内経済を好転させる

ことか可能となる愁けではなくアラブ譜團の券難をや

わらげる可能性をもつ溶け熔将に救挫主的存碇であっ

た吉しかしこのよ多な協定は先ぽ述べたジ孤夢ダ

協定の遺制ごみられるよう芯即東ではささいな原題で

禽級化ず葛可能性か港りイ猛メンからのアラブ遼合軍

の撤退絶刎峡は十分校籍慮塗翼沸る｡慧⑳蒔歳樽潟

いてナ走ルの脳裏終はイ黒メン秘塗⑳添費潔漣含箪

の撤遺実現とそれ1破る園内経済⑳凝転園庭⑳ナ池

ル教権熔対する非難アラブ諸国の批判籍を一挙紀擦漕

淡蔦等段秘義来したこ登だる夢.その最良⑳等段そ

れは誰秘誇尭花あしても短的稼遺を選蕊お淡れば

ア茅ブの貫を共通の敵イスラ汲洲慧樹は慈せ嵩慧登であ

る｡そしてその事段はイスヲ皿ルのアラブ領攻撃紀

対する報復措置を名冒としてイスラ皿ル船のスエズ運

河航行禁止およびチラン淘映封鎖をアラブ連合ぽ踏切

らせついには中東戦争の導火線となった(篤8エ7図).

しかしアラブ連合がイスラエルぽ対してとったこの

封鎖はシナイ戦争発生の直接原因と全く同一であり

明らかに国際法パレスチナ停戦協定1888年にコン

スチタンチノｰプノレ(イスタンブｰル)紀おいて決議さ

れたス皿ズ麗河の自由航行に関する国際協定一運河は戦

時平稿を間わずいかなる国の艦船にも開放される｡

封鎖権は行使で蓄ない簿一に違反するものであった｡

とくにチラン海峡の封鎖はア漁パ湾に臨むエイラｰト

港を基地とするイスラエルの極東貿易を完全は停止し

日本へのカリウムおよび燐鉱石の輸入を不可能悠した車

両海域の封鎖によってイスラエルはその経済発展

ぽ大きな制限をうけてアラブという籠の刺ζ封じこめ

られた鳥と化した.四海すべて敵というきびしい制約

の中に封じこめられたイスラ皿ルの自由への勅ご秘れは

以削㌶増篶て強く未淀完全統一紀蜜りてい鮒ヴ賞

ダ⑳隙をつきア賞ヅ違禽1シジァ唄形焚ン鉦の蔵カ

対決1㌶添ラ蕊ルをかり花て滋賀締く灼熱の鱒を迎免

変簑墨淡る不籍⑬競野絡鰍沃ア賞ブ&雌雄を決す渓

蜜噺策戦争⑳勃発を招い花自

決戦3度イ浅茅漆〃軍の急襲ぽア茅ブ躍は周章狼

獺の瞭腿敗滝を藍ねシナイ串島は莞金貨頼妻れ戦は

わ沸か3属で終りた｡簾察カ紀勝るア賞グ筆勢秘わず

繍瀬闇⑳戦沸湾大敗篶繭績潟次そ郷官｡◎0脇牝潟よ

藤シナイ串島赫窮金歯擦養杓る慧あ塗識秘矛橡篶傷恕で

あろうか｡もしこの聾実を予擦した哲が塗るあする溶

らばそれは第2次抵界大戦後間もなく来賢し1師

鶴至鰯薮

影妨糟約離築灘労絢滋駈顯顯畿遠享鶴灘⑳淡ツメ帝シ稀瞭幾

⑳笠熔酋彰棚瑚磯

鶴至礪島

創畿が部藩錫湊機慧人企方

の植物はナツメヤシ�
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本帝国陸軍の指導者に急襲戦漆を学んだイスラエル軍

の作戦将校であったろう.戦斗開始3貿後轡ノレダン

とイスラエルは6月7目忙アラブ連合は9日そして

シリアほ!0目に停戦を受諾しアラブ3国は莫大匁損

害をこうむって敗戦の賢を迎えた.聖地エルサレム

は再びイスラエノ汐の等申を陥ち広大なシナイ半島の戦

野准残されたものは焼けただれだ膨大な量の軍需物資

と瑚れ落ちた人巖なき家屋そして指させば染蜜るかと

さえ恩免る紺碧の空にはためくイスラエルの国籏だは

であった.戦の後の凍冷たる:荒野忙残された黒い爪跡

これらはや洲て訪れる夏のきびしい暑さに焼かれ天

をおおう砂嵐になぶられなから熱砂の中に朽ち果て

そして埋もれていくのであろうか.世の多くの人膚は

中東に再び流血を繰返さぬ真の平和が訪れ墨ことを切

に願りているにち秘いない.しかしアラブとイスラ

第総鰯矛茅ン海嬢め繭簾芳獺⑪脇跳童護鮒のはず棚ζ漁寝するヂント

をその儀騒じ搬人怒怒1叢ア㌘ブ遼含禽沁淋蛍ジア茅ビアヘ遜避

して嚢怒人淀彰でサウジアラどア激瀞ζ繰譲慈叙で塗溝してい

義

ヱノレの遁去工δ世紀にわたる対立はその底流カミアラビァ

語対ヘブライ語イスラｰム対ユダヤというわれわれ

の常識をはるかに越えたものであるだげに一朝一夕に

は消走去らない淀るう古この戦の後のアラブ諾国と

くに直接敗戦の憂昌をみたアラブ3團淋武カによるイ

スラ皿ル潰滅をはっきりと表明しているだけ1こ今後の

中東情勢には楽観視でき荏いものカ嶋る.それ烙して

もイスラエル敵視を国策の1つとしその軍の大部分を

北辺の地に配置するサウジアラビアかアラブ3国の相

次ぐ敗退を目前にしながらこの戦に出兵せず｢この戦

争に対する態度を考慮中Jとだけ表窮したのはな晋だろ

うか.私ぽはこの表明がサウジアラビア軍の参戦

がアラブ側の勝利に直結しないことを熟知しているサウ

ジァラビァの当然の処置と思えると共にアラブ諸国の

保守派と革新派との聞に未だ相容れぬ何かカ嶋ることを

篤王㌘翻薮チ茅ン海鱗の棄方約鋤ぬ岳ζ位蟹す鳶及工脇鮒藪挑幽の翻

鶏㌫ζ獄書代躯らシリア⑳ダマ淡施派とイ跳メンとを績ぶ鱗

遺の翼蕨であ棚恕秘瀦在もシリアレパノン筥ルダンから

サウジア繋どアヘの漣艦路の牢継飽と扱櫛刊喝

第工脳も

労労汐擁嬢の鞍麟

宥剰眼落鳶似嚢珊瑚礁太陽の形(下方)絶注憲�
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示唆しているように感じられてならない(第18図)曲

中東戦牽終結処理の曹悩

人口270万人の小国イスラエルのカの前に1億の展

らしたソρモン王カミ建立した寺院の有の壁の残骸収すか

り口づけし頬をすり寄せて号泣するイスラエルの人

為の姿があっ花､私たちの員には理気の沙汰ともみえ

るこの不思儀な洗景その涙はイスラ狐ルの民にとっ

ては心情のすべてを吐露したものでありたろう.その

草むした石の壁(嘆きの壁)に流れる涙は国を守り苦

難の果てに祖先の地へようやく帰り碍だ喜びの涙がま

たは在りし胃の祖国の壮麗な姿カミ今は残骸と化し果て

たことへの悲しみの表われであろうか.しかし戦後

の情勢はイスラエルの人々にいたずらに感傷にふけ

り喜び淀げば混ることをゆるさなかった.

7月23日アラブ連合のナセル大統領は第15回革命

記念目の演説の串で国民にイスラエルとの戦に最終的

勝利を得るための軍事力の増強と国家総結集を呼びかけ

イスラエルとの徹底的対決に国民の情熱をかきたてる一

方毎月およそ83.5億円の収益をあげアラブ連合経済

の大動脈を恋すスエズ運河の閉鎖によっておζる経済困

難紀耐免抜くこをを訴免第四回アラブ首脳会議開催の

必要性を強調した由ナセル大統領はこの演説の申で

｢イスラエルの鳥標は引レダンでもシナイ半島でもな

くわれわれ進歩的勢力である,従りてわれわれは

アラブの革禽運動を強めなくてはならない｣と強調した

か果たしてそうであろうか由少なくとも私はは｢イ

スラエルの真の目標はアラブ諸国にイスラエルの存在を

完全に承認慈せることにあるJと思え馬の怒秘争

中東戦争終縞処理の場は国連に移された洪世界の真

の平和と人命の幸福な生活の保障を異的とした国連での

中東閥題解決討議の揚はアラブ連合を中心とするアラ

ブ諾園とイスラエルとのそれぞれの正警性を主張する

ほげしい舌戦の場であると共にそれぞれの背後に控え

る大国間の智謀策略の対決の場でもあった(第19図)｡

6月王7買から行匁われた国連中東緊急総会において

アラブ諸国は代わる代わるイスラエルの侵略を非難

するを共ぽその侵略に対して断固たる手段(多分アラ

ブ側は有利扱)を講じ得なかった国遠の存在性について

も繰り返し激しく非難し走.イスラエルの急襲侵入は

確かに非難されるべきであり国連のフンイキはこれ

と旧ヨルダン領エルサレムの統合という事実を中心に

各国はアラブ側は同情的であった.しかしパレスチ

ナ戦争1シナイ戦争後シリア･アラブ連合からのイス

ラェルヘのテ漂行為を執鋤に繰り返しアラブとイスラ

エル&の斌カ対決回避と平和維持に努めてきた国連緊急

軍の撤退を一方的に要求しその件でカイロヘ飛んだウ

1タント国連事務総長のカイ涙到着帥こチラン海峡封鎖

･イスラエル船舶のスエズ運河航行禁止という手段を講

第1幽ファイサル笠の濃艶登鰯削ご簸ゆた人命と金醤の恥舶ホ跳玉置CeH搬i

第19図国連本部(林昇一郎氏撮影)�
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㌫たアラブ連合･シリアおよび引レダンに中東戦争の責

任は扱いのか.そうしたアラブ側のやり方がイスラ皿

ルの急襲1侵入を招いたとするならば誰が誇克ても

その答は｢否｣であろう.国連におけるアラブ諸国の

激しい態度も理解できたいではない.しかしそうし

たこと紀よってアラブ側に有利な禺連の総意を得ようと

試みることは自己の過去を反省せず現在の自己の立

場を十分に考慮せずそしてそのことによって起こるであ

ろう結果ぽ甘い夢を抱いた余りにも児克すいたやり方

である､少なくともアラブ側は敗者の立場にあり誰

の目にもアラブ側かごの戦争の貞任を全く負う必要が

ないとはうつらないだろうしイスラ皿ル側はその方針

の下にアラブ側に対する和平の門戸を閉してはいない.

アラブ特有の必要以上とさえ思われる畏ρ香と金く対

称的に占領地区を完全に押えたイスラエルのエバン外

相は勝利者としての強い立場に立って團連でも指折

りの開析な頭脳と語学力を縦横無尽に駆使しその巧み

な弁酋でイスラエルの正当性を主張してアラブ諸国1

ソ連当につけ入る隙を与えなかった.そしてその巧

み匁弁曹とアラブ側の執勧な長目香との各圏に与えだ印

象の差はアラブ側の予想を完全に裏切ってイスラ器

ルに痛痒を全く感じさせない国連の総意として生まれだ.

そしてその総意はイスラエルと深い関係をもつ米英諸

国の立場を一気に優位に立だせる一方アラブ側をソ連

をはじめとする共産諸国を窮地紀落し入れた.重大事

態の発生によってソ連はコスイギン首相みすがら国連

の場に臨み激しいイスラエノレ非難決議案を提出した直

後イスラエルの究全撤退を要求する比較的梁軟な非同

盟諸国案を提出するという喝妙な心理作戦を展開した.

しかしその案も提出側茄手凄ど岱ている間隙をつい

て擬嗣窓れたイ深ラ黒ル寄りの申商米案縫究壷越慈れ

繕局瓢スイギン鴬相の出揚はイ浅ラ黒ル簿⑫撤遺慧免

実現し得溶かり花苗

園連紀捌柏添鰍では勝利脅&篶てのイ災茅萄吻

カの論理秘アラブ講国の閥惰俵存おイス茅滋汐諦難憾徽

した敏策績麟りイ派ラ皿ルの完金撤遺実窺の事段をじ

てはゾ遼の斌カ介入以外1ζは誇免られなくなり花苗一

時はヅ違淋斌カ援助を実行し減切花ζあ慰対するザ恕

ル大統頒のソ違紀対する弗難の稗も勘繊淀滋は績斌カ

介入をいうご&については幾然ジ連側紀潟い茨怒一

廠は検討されたζを濃るうがその実親は警然*1薬

をは篶めぷず蕃酉欧障犠畿⑳斌カ対決を欄蜜ひいては

全衝戦争を誘発ず葛恐籾瀞夢分熔潜るので観段階で獄

困難である､申東平穐確並のだめのイスラユル撤遺お

いう多くの人々の願望は国連が全智全能を傾けたにも

かかわらず熱砂に浮ぶ辰気楼と化した.そして中東

緊急総会は開始後旬目を出ず中断されるに至った.

多くの難間を包蔵する中東の和平確立を目的として提

出されたアラブ寄りの非同盟諾国案とイスラエル寄りの

申南米案をめぐって虚冷実序の溶酬か行たわれたことは

明らかであるか戦争終結処理のために良策が見出され

ない凄ま申東緊急特別総会が申断して後戦争処理の実

現を非同盟諸国案と申南米案を基礎とした妥協案によ

つて計ろうとしたユｰゴスラビアのチトｰ大統頓案が

9月18目から開催された緊急総会において提出された.

④

園遵監視団の統制の下にイスラ瓜外軍は戦争前の位置ま

で撤遺する

園遵費全保障襲事会かまだは米英仏ソの4團が戦後処理

の決定駒実魏凄で中東の安全と園境線を保障する

国際司湊毅判所の決定か下される婁で全総舶のチラン海峡

航行を承認する

スエズ遵浦航行についてはアラブ遵合が戦争勃発直前に

行匁っ液封鎖の状態とする(注:このごとはイスラエル船

の航行を認め減吃&を意味する)

ζれらの実猫後安保理は紛争中の諸問題とくにイス

ラエル船のスエズ運河自由航行およぴパレスチナ難氏閥題

の解決に努カする

等を要旨としたチトｰ案はアラブ連合をはじめとする

アラブ側にとっては強い支柱とはなったカミその内容か

らみてイスラユル側に受入れられるものではなくこ

の総会においても閥題解決は実現し狂かった.その後

3園案抽米案}本案1インド案等が相次いで安保理に

提出討議されたかアラブとイスラヱルの双方にとって

納得のいく決定的解決案とは柱り得抵かつた･

か夢ント議務総畏は瞭東閥魑隠効汀は園逮縫

よ吻で解決する以然樽労法は鮒篶激ね語貸湖書級バ

ンイスヲ孤ル外相は蕊の離請紀対してけ孫茅滋〃

とアラブとの閥顧解決は爾曹⑯直接交渉以外熔な閑と

書明じて潟り当分の閥ζ⑳閥題の解決は望め慾夢紀恋

い｡米園とソ遠と秘魯園⑳蒋梅承認蜜鰯涛ず慈イス

茅均眺虜領地域からイスヲ盟〃の撤遺壷強薫要求淡る

ア茅ブ諸国ををそれぞれ婆ζ漢で識僑流葛ζ肋坤慧

繍嚇今後の鱗決の鍵あ扱るこ&は閉らかで踏る｡ア

茅グ諸團⑳動誉熔は圏遠の揚で各湧の岡情をひ巷金

爾的熔乎洋睡作でζの闘題は対処する方針登赦棄じ花些

恩われ葛ぶ闘婁み彰れる苗幾ルダンは湘閣改澄を実現

レァ受ブ違含⑳躍傭は終戦遂吻月後紀はヅ違の斌籍

援瑚はゆて戦前⑱榊%シジァはほ絃ん濠夏o◎%回

復じた苗これらのことは少なくともアヲブ3国がイ�
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スラエルに対する武力解決を完全には放棄していないこ

とを意味するだろう｡そうした状態の下でアラブ連

合1こよるイスラエル駆逐艦撃沈事件が発生しそれに対

する報復措置&したイスラエルによるスエズ砲撃カミ行政

われた(第8図)｡

アラブ連合カ蓑とったこの行動がその武力解決の前ぶ

れであるか否かは明らかではないが少匁くともイスラ

エルがそれを戦争挑発&受取りスエズ砲撃終ふみき

ったことだけは明らかである､そしてその後もスエズ

地域にあるいはシリアとイスラ皿ルとの国境地域はおけ

る武力衝突カ澗断なく繰り返されている｡

イスラエルの存在承認とイスラエルの完全撤退との真

向からの対立が完全妥決晦至るまでには襲芯かなりの時

間が必要だろうがその過程において両者の間ば全面

的武力対決が発生しないと講が保障しうるだろうか.

過去幾度かのアラブとイスラエルとの戦いはイスラエ

ルを承認するか否かという問題ぽ根ざして発生した､

従ってアラブ側があく塞でもイスラエルの存在を否定

する立場をとる限りたとえ中東戦争終結処理が終っ

たとしても近い将来両者間の対決の員がやってくる

は違いない.いずれにしても私蓬の想像以上にメン

ツを重んじるアラブ熔イスラエルを承認させそれ虹

みあう名誉ある位置を保たせる芯けの良策が打ち出され

たいかぎり中東地域は平和は訪れてはこない､

中東戦争後のアラブ

予想もしなかった敗者の地位に甘んじなければならな

かったアラブは8月29胃スｰダンの首都ハルツｰム

に渇いておよそ2年ぶりに第雀回アラブ首脳会議を

開催し今後の対イスラエル政策を中心に討議を重ねて

①イスラエル侵略の結果を排除するための軍事1政治･経済

面はおける共同の努力

②外国軍事基地の完全撤去

③外交分野紀おげる政策と方針

についてほぽ意見の一致をみた,そしてその後のア

ラブ諸国の政策はこの首脳会議はおける決定婁項を軸と

して動いていくが①と②の決議はアラブ諸国力ミイスラ

エルとの撤底的対立の態度を今後､も保持することを示す｡

しかしアラカ3勇国の中この会議に元首を送ったの

は8ヵ国チュニジアりビア1そ獄ツヨ1アルジェリ

アは元首代理を出席させシリアは会議そのものをボイ

コットして出席しなかった.この事実はアラブ諸国

カミきわめて困難な姿態の申に追い込まれて苦慮してい

友カミらも緒東し僑ないという重要柾問題を提示する｡

この会議においてイラクはイスラエル支援に対する

米1葉1碩独への報復措置として以前は施行された石油

輸出禁止の艦隊を提案しサウジアラビア1リビア･ク

ウユｰト籍もイラク案に同調した｡

宥漁禁輸措置の続行は国家経済の大部分を二石油に依存

している恐れらの国冷はとっては自国経済の破綻を招き

ひいてはアラブ諸国ぽ経済的弱化による勢力の後退を誘

発する｡この提案はこの会議では承認窓れずそれか

らおよそ㌧月後の⑬月笈日上記3国は対する禁輸解

除がようやく実現したが弗産油国の産油国に対するか

たりの批判秘あったことは当然である.恐らく禁輸

解除反対を押さえたのはアラブ連合その他の戦災国に

対する復興援助資金をめぐって産油諸国の圧迫があっ

たからではなかろうか.

アラブ首脳会議における重要議題の一つにスエズ運河

開通ぽ関する闇題カ婁あった､シナイ串島を占領するイ

スラηレがゼ国境はス器ズ運河の中央を通るJと主張し

ている段階でのこの討議は戦後処理をアラブ側に有利

に導こうとする政策に重大溶影響を与えるだけに慎重

をきわめた｡月間83億5000万円の収謡をあげるスエズ

運河の閉鎖がアラブ連合にとって当然憂慮すべき経済危

機を招くことを熟知しながらナセル大統領は匁ぜ

これを再開しようとはしなかったの花る尊か｡それは

恐らくイスラエルぽ対する経済闘制はってより有利

な地位の確保を冒的としたものである&共に米1英両

国ぽ経済悪化をもたらしひいては占領地域からの撤

退についてイスラエルを説得させることを目ざしたから

に他放らない｡このような解釈は王966年度1びユズ

運楓を通過した貨物量カ葦北行悩華エ68,000重南行奴呈7

25ヨ00◎芝船舶数2夏呈250隻の申英国船が3,601隻米国

船が約2茸◎00隻の実績からみて容易紀う匁ずかれる｡

しかしスエズ運河通過船舶数第夏位のイギリスをはじめ

各国力辻の封鎖によってかなりの打撃をこうむっ淀こと

は確かであるがナ池ル大統領のこの切札も1956年の

スエズ動乱の時ほどその効力を発揮せずその狙いは

はずれ花曲

それはスエズ動舌Lで著しく迷惑をこうむった諸国恭

貨物の多くを占める石油および石油製品(1966年度北行

は全鐙の約8晩)の輸送対策として希望峰まわりでも

十分に操算のとれる大型タンカｰの使用を実行していた

からである苗たとえばアラビア湾から涙ン洋ン漢では

スエズ運河経繭で約6､遂00滴イリ希望峰まわりで約

u重300勿イリであるカ麦ス皿ズ動乱当時王8ヨ000重級を標

準としたタンカｰがすでにその10借前後の大型に変って

いることだけを見ても分かる.結局ナセル大統領の�
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この切札は大観すればその敵性国家に打撃と圧力を

加えるどころか自国により深刻放経済危機を摺きソ

連に対してはベトナム援助物資の輸送停止とい勇不利扱

事態を誘発させると共1こインドにおける食糧事廣の悪

化に拍車をかけたにすぎ扱い｡運河封鎖続行政策は9

月中旬のリァド外禍の｢アラブ連合はスエズ運河の再開

に向吻て努力している｣とい簑表明紀みられるように軟

化していると思われる.しかしアラブ首脳会議にお

いてナセル大統領が｢他のアラブ諸国ポ財政援助を与え

てくれるかぎりスエズ運河の閉鎖を続ける｣と述べた

方針がな笹そのようぽ変ったのだろうか.

アラブ連合と的レダンか首脳会議の決議によって

サウジアラビア･クエｰト･リビアからそれぞれ年間

950億円400億円の財政援助を受けることからみれば

リアド外相のこの表卿慧は若干疑問がもたれないことも

ない.アダブ連合とヨルダンをは多額の援助資金を得

たが同じ戦災国であるシリアは復興資金を全く得るこ

とができなかった｡ζのことぽついて｢シリアが援助

を求めていないためJと説明されてはいるが実際はは

シリアが首脳会議をがイコットじたことに基因するので

あろう血いずれ記してもこの会議に担いて名実共に得

たのはアラブ連合であったろう.政治家としてのナセ

ル大統領の面目躍如たるものがある.

首脳会議において決麓きれた諸事項の申見逃すこをの

できないもう王つの問題があった.それはファイサル

1サウジアラビア国王とナセル大統領とはよって締緒さ

れたイ皿メン内戦終結協定一スｰダン1モPツヨ･イラ

クの3国がらなる新委員会の監視下にサウジアラビア

の王統派は対する援助申止およびアラブ連合軍の撤退

一の成立である.しかし名実兵隊イ黒メンぽ平和を

もたらすであろうと思われたこの協定はにれはイぶメ

ンの独立と主権を危険に鵬入れる内政平淡でありイエ

メンはこの協定成立に参加していない｣とするサラｰル

･イエメン大統領によって拒否された.

かつては志を一にしたサラｰル大統領のこの態度はナ

セル大統領にをっては決して好漢しいものでは扱かった

ろう,それはイ皿メン内戦終結協定に調印したナ竜

ノレ大統領の真意が中東戦制はってこうむった打撃か

ら立直るために婁ずる復興資金の出所をイエメン撤退

に伴う経済救済とがって対立した産油国に求めることに

あったであるうζとからも容易に推察窓れる｡イエメ

ンがらの撤退は単は経済的繭だけでは柱く軍備の売

実という面でも重要携されることであるしアラブ連合

にとづてはいわば一着二鳥の案である.

協定成立後サラｰル大統領は時にはこれの受諾を

表明しまたある時点ではこれを拒否しイエメン国内

に協定受諾の是否をめぐる不穏な政情をひき起こした

にもかがわらずその最中に国外旅行の途についた.

そしてその直後の9月5目イエメンにはクｰデタｰが

発生し革命政権は新内閣を組織すると共にサラｰ

ル大統領に死刑の判決を下した.サラｰルが死刑とい

うきびしい淀の待つ故郷へ再び帰ることはたかろう.

革命の英雄はわずか3年にして栄光の座を去ったわけで

あるがその陰にアラブ連合カミ当面の自己の利益の

ために終結協定を受諾しなかったサラｰル大統領追放

の路線を敷いた事実はなかりただろうか､

苦しかった革命をナセルと共は生き抜きその片腕と

して革新政権の樹立と発展に尽力したアｰメル元帥が

中東戦争敗戦の寅を負わされて司令官の位置を更迭され

自殺か他殺かは別として死の遣をたどら注げれぱなら

技かった短かい生涯を追想する時イ黒メン革命の立役

者サラｰルにかぶせられだ死の宣言に何か割り切れぬも

のが感じられてならない.

クｰデタｰ後樹立慈れだ革新政権の平和使節団受入れ

によって内戦終繕協定の実行が可能となりアラブ連

合軍は工2月3蝸にイエメンから撤退することになりた.

内戦に苦渋した神秘の国イ逆メンにも叉968年の初春を

迎えて平穏が訪れるわけである｡

今後の問題

中東戦争停戦成立後のアラブとイスラ皿ルとの衝突は

国連の厳重旅監視下はありながら後を絶た狂い.中

東平和確立のため終苦渋の賃を重ねながらも真剣に

事を進めつつある国連がアラブとイスラエルの双方に

互譲の政策をはっ蓄りと表明春せその憲章に言唾われた

責務の遂行を世界に認めさせ得るのは何時の目だろう

か.もしその対策確立の目カ葦はるか彼方ぽ浮ぶ砂漠の

辰気楼のごときものであるならば近い将来中東戦争

の完全終結を屍ないままアラブとイスラエルとの全面

的蔵カ対決が起こりかねない芯ろう.アラブ連合とシ

リアの軍備はほとんど戦前の状態に復し革新諸国の中

でももっとも過激なシジァはアラブ連合1シリアイ

ラグァルジ皿ジァを統合した社会主義国家を創設して

イスラ皿ルに対して決定的報復を加えることをこれら

3国に強く呼びかけておりアラブ連合自体斌力解決を

諦めてはいたい｡

中東戦争という事件を境にしてアラブ諸国間に友好

関係が生じたことは事実である.しかしアラブ首脳

会議に対する各国の態度にはまだ真の統一には程遠い�
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感じカミある.もしたび重なる戦争の恐蹄から脱脚し

その存在をアラブ諸国に認めさせることを目的として

勝者としての強硬な政策を押し進めつつあるイスラエル

との間に平和が締結されるかあるいは勝者と敗者と

の座カミ完全に変る目が来たとしてもアラブ13カ国の間

に真の平和カミ訪れることは中々困難であろう.

経済力および政治形態･思想の相違に基因する長い間

の対立はアラブ特有のメンツを重んじるいわぱ責任

回避という先天性を加えて一朝一夕には氷解しそう

もない.世界の噴火口と呼ばれる中東に真の平和を確

立しそれを犯されず永久に保持するための最良の

策は何か.これはただ国連･アラブ諸国･イスラエ

ルに課せられた問題ではなく等しく生きる権利と義務

を有する私たちに与えられた課題でもある(第20図)･

(筆者は鉱床部)

第20図

誰灘葦肩本から国連本部

へ寄貝曽したr平和

の鐘｣(林昇一郎

氏撮影)

新刊紹介

地球科学入門

～その歴史と現状～

この本は表題からみれば初心者むきの地裁科学の

教科書のようだがその内容は地質学を中心とした地

球科学史である.日本でまとめられた総合的地質学

史(世界を通覧した地質学吏)としては戦前に出版

された小川琢治･笹倉正夫共著の｢地質学吏｣(一)

(二)(岩波講座1933･1934)と戦後出版された小

林英夫･岡邦雄共著の｢地学史｣(中教出版1954)と

カミ代表的校ものであろう.前者は地質学者の業績を

分野ごとに羅列したもので地質学史の概要をつかむ

にはそれなりに便利校本だがそれぞれの分野の学

問の流れや相互の関連をこの本から読みとることはむ

ずかしい.後者の地質学部門の担当は小林英夫氏で

あるカミ同氏は前書の欠陥をみごとに補たいさらに

多くの資料を加えてすぐれた地質学吏としてまとめて

いる.しかしおしいことに戦後の地質学が扱かわ

れていない.山下昇氏の本書はこのような意味で

待望久しかった本である.

本書は14章からなる.著者は第I章～X瞳で古代

から現代までの地球科学の歩みと時代ごとにその

時々の代表的な学問の流れを中心にしてまとめ第

X皿章で地球科学史の時代区分を行ない第XW章の

まとめで地球科学の体系について論じている.本書

を一読して感じられることは過去の学説や人物を忠

実に紹介しながらそれらを大きな歴史の流れの恋か

に適確に位置づけていることである.著者の見解は

明快柱文体と鋭い説得力で読者にせまってくる.そ

のためにとかく空虚に怒りがちな地質学吏を生き生

きとしたものにしている.とくに19世紀末から急

速に発展した地球物理学地球化学と従来の地質学と

の関連など現状を理解する上に参考になることが多

い.

慾をいえばギノレバｰトやデｰビスらを中心とする

19世紀末のアメリカ地質学発展の動向についてふれて

ほしかったし堆積学や鉱床学についても員数をさい

てほしかったライエノレやヴェｰゲナｰの評価には異

論カ池いわけではたい.しかしこれだけの内容の

ものを一冊の本にまとめあげることはなみたいてい

のことではなく著者の多大の労作には感謝の外な

い.地質学専攻者ばかりでなく広く一般の人にもおす

すめしたい好著である.(今井功)

(東京都文京区目白台1-17-6

Te1東京(03)943-3721)
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